


































































































































































































































































































































































































































































































































簡　番　号 原本頁 備　　　考 簡　番　号 原本頁 備　　　考
77・11 137 T65・57 423
85・40 152 T65・100 426 更始三年
100・3 165 T65・165 431
111・6 181 本始四年 T65・196 433
160・2 263 T65・241 436
176・53 281 T65・266 437
225・32 363 T65・278 438
269・9 453 T65・308 440
309・15 505 T65・425 447 五鳳／陽朔？
371・1 547 F22・372 501
395・10 551 五鳳四年 F22・636 518 建武七A／六B
435・6 562 F22・637 518 建武七A／六B
446・17 565 F22・638 518 建武七／六？
458・1 570 F22・716 523
506・18 610 F31・5 536
530・9 645 建平二年 S4・T1・3 551
T5・57 22 S4・T2・74 560
T5・79 23 始建国天鳳年間 S4・T2・80 560
T6・99 42 S4・T2・105 562
T8・12 51 疏22 35 永光五年
T11・6 59 疏153 42
T27・2 78 疏173 43
T40・38 88 疏249 47
T40・181 97 疏267 48
T43・127 109 疏311 51
T43・174 111 疏437 59 永元六年
T43・185 112 疏525 65
T43・197 112 疏554 67
T43・232 114 疏566 68
T43・257 115 疏628 72
T48・144 141 疏659 74
T49・3 143 疏697 77 永始／天鳳／建安
T51・394 205 疏830 86
T56・233 323 疏863 88
T57・38 339 疏864 88
T58・21 350 疏865 88
T59・40 361 疏870～882 89
T59・137 368 羅26 99
T61・6 417 馬387 40
T65・18 420 馬388 40
T65・21 420 馬567 58
T65・22 420 馬1179 122
T65・48 422 玉1503 156
備考
①表内簡番号欄は，簡の番号のみを示し，同一の簡のA面B面，表裏などについては一切省略した。
②原本頁欄は，それぞれの簡がテキストの何ページに掲載されているかを示している。テキストを参照する際の一
　助になれば幸いである。
③備考欄の年号は，その簡に記された年号か，干支から推定される年号である。複数の年号がある場合は，陳垣氏
　「二十史朔閏表』とその簡の干支を照合した結果，複数の年が該当することを示す。干支から推定される年号のう
　ち，敦燈漢簡と居延漢簡（一九三〇年代出土簡）の一部については森鹿三氏の論考（本文注1）を参考にした。
④建武七A／建武六Bとある所（F22・636と637）は，その簡のA面が建武七年，　B面が建武六年である事を示す。
　F22・638は，　A面が建武七年，　B面が建武六年と推定したが，　F22・636，637と番号が近いことを根拠とする。
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